
早
や
ひ
と
月
過
ぎ
る
事
で
す
が
、
四
月
二
十
九

日
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教

開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
の
第
二
期
法
要
の
結
願
の

日
、
横
浜
別
院
同
朋
の
会
の
皆
さ
ん
と
総
勢
十
四

名
で
真
宗
本
廟
に
参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
ご
参
拝
の
御
同
朋
御
同
行
で
阿

弥
陀
堂
・
御
影
堂
満
堂
の
中
、
参
堂
列
の
庭
儀
か

ら
楽
附
の
厳
か
な
法
要
次
第
が
お
勤
ま
り
に
な
り
、

参
拝
者
の
お
見
送
り
の
舞
楽
が
白
洲
の
舞
楽
台
で

行
な
わ
れ
、
晴
れ
や
か
に
円
成
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
横
浜
別
院
の
輪
番
の
役
務
を
拝

す
る
中
、
五
十
年
に
一
度
の
御
法
縁
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
望
外
の
喜
び
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
山
・
真
宗
本
廟
に
於
け
る
慶
讃
法
要

は
無
事
円
成
致
し
ま
し
た
が
、
慶
讃
法
要
厳
修
の

意
義
は
次
の
五
十
年
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

『
表
白
』
の
中
で
御
門
首
は
、

「
名
声
超
十
方
」
、
す
な
わ
ち
「
あ
ら
ゆ
る
世

み
ょ
う
し
ょ
う
ち
ょ
う
じ
っ
ぽ
う

界
を
超
え
て
、
我
が
名
よ
響
け
」
と
の
法
蔵
菩
薩

の
誓
い
、
「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま

あ

ん

の

ん

れ
」
と
の
宗
祖
聖
人
の
願
い
に
導
か
れ
、
同
朋
社

会
の
実
現
を
期
し
、
あ
ま
ね
く
御
同
朋
と
と
も
に

慶
讃
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

と
そ
の
意
義
を
表
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、百

年
前
の
「
立
教
開
宗
七
百
年
記
念
法
要
」
で

は
、
「
同
朋
唱
和
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
五
十
年
前
の
慶
讃
法
要
の
「
生
ま
れ
た
意
義

と
生
き
る
喜
び
を
見
つ
け
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
今
で
も
大
切
な
言
葉
と
な
っ
て
、
私
た

ち
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
「
南

無
阿
弥
陀
仏

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た

ず
ね
て
い
こ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
も
、
そ
れ
を
受

け
継
い
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
そ
の
願
い
が
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
表
白
さ

れ
ま
し
た
。

本
山
・
真
宗
本
廟
に
於
け
る
慶
讃
法
要
の
円
成

は
、
次
な
る
一
歩
の
始
ま
り
な
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
歩
む
方
向
を
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿
弥
陀
仏

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」

が
指
し
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

難
波
別
院
発
行
の
『
南
御
堂
』
五
月
号
の
「
南

御
堂
の
掲
示
板
」
に
は
、
「
人
生
で
最
も
重
要
な

二
つ
の
日
は

生
ま
れ
た
日
と

そ
の
理
由
を
見

い
出
し
た
日
だ
」
と
い
う
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒

険
』
で
有
名
な
米
国
の
小
説
家
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ

イ
ン
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
生

ま
れ
た
日
は
聞
い
て
知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
理
由
を
見
い
出
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
…
。

二
つ
目
の
重
要
な
日
を
迎
え
る
次
な
る
一
歩
を
進

め
て
行
き
た
い
と
願
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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横
浜
別
院
だ
よ
り
～

次
な
る
一
歩

輪
番

森
田

成
美

【

慶
讃
法
要
団
体
参
拝
（
真
宗
本
廟
）
】



編
集
後
記

本
山
・
真
宗
本
廟
に
於
け

る
慶
讃
法
要
に
個
人
と
し
て

三
日
間
出
仕
し
、
別
日
で
団

参
と
し
て
参
詣
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
朋
新
聞

（
二
〇
二
三
年
四
月
号
）
に

「
五
十
年
に
一
度
の
慶
讃
法

要
。
二
〇
一
七
年
に
慶
讃
法

要
準
備
本
部
を
設
置
、
宗
務

審
議
会
で
の
協
議
や
、
全
教

区
で
の
内
局
巡
回
を
経
て
、

二
〇
一
九
年
に
慶
讃
事
業
本

部
を
設
置
、
慶
讃
テ
ー
マ
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
…
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
二
〇
一
七
年
を
起
点
に

数
え
る
と
、
六
年
間
の
歳
月

を
か
け
て
、
慶
讃
法
要
が
勤

ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
六

年
と
い
う
時
間
の
裏
側
に
は
、

目
に
見
え
ま
せ
ん
が
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
方
々
の
ご
苦

労
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

だ
け
の
時
間
の
重
み
が
、
慶

讃
法
要
に
詰
ま
っ
て
い
た
こ

と
に
、
な
か
な
か
気
付
け
な

い
私
が
い
ま
し
た
。
世
の
中

が
、
豊
か
に
、
便
利
に
な
る

こ
と
で
、
ま
す
ま
す
感
動
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
（
家
本
）
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― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ―

～どなたもご自由にお参りください～

グリーフケアのつどい

【日時】 6月1７日（土）午後2時～
8月 5日（土）午後2時～
10月7日（土）午後2時～

※参加費・申し込みは不要です。

詳細はチラシをご覧ください。

定例法話 午後１時３０分より
６月９日(金)三浦組 圓照寺 稲垣裕之 師

６月２８日(水)別院 輪 番 森田成美

７月９日(日)湘南組 三寶寺 目﨑明弘 師

７月２８日(金)別院 列 座 家本久和

８月９日(水)東京2組 専念寺 田澤廣明 師

８月２８日(月)別院 列 座 佐竹大樹

※法話終了後の「座談会」は5月より再開し

ています。

正信偈の会（お勤めのお稽古）

８月18日(金) 午後1時30分～３時
11月18日(土) 午後1時30分～３時

内容は、正信偈のお稽古を中心に行ないます。

講師は別院僧侶が務めます。

事前申し込み不要です。初心者歓迎♪

《持ち物》念珠、赤本等の勤行本。※勤行本

をお持ちでない方はこちらで準備します。

横浜別院同朋の会・おみがき会

６月１７日(土) 10時30分～12時

本堂の仏具を磨きます。軽食あり。

※古くなったタオルをお持ちください。

盂蘭盆会法要 午後１時３０分より
７月１５日（土）・１６日（日）

【法話】岩崎俊文 師
（三浦組浄榮寺衆徒）

皆様とご一緒に、お盆を仏法聴聞の機縁と
して、亡き人々からの尊い呼びかけに応えて
いきたいと存じます。どうぞご参詣ください。

《2023年度第1回声明儀式研修会》
６月16日(金)13時30分～16時30分
【講師】友松雅英 師(東京2組 西岸寺住職）
【講題】「三帖和讃」

【参加費】1,000円 ※事前申し込み制
【持ち物】間衣・輪袈裟・念珠、『大谷声

明集（上）』又は『真宗大谷派声明集』等

《考えてみませんか、終活を》(全4回)
７月２３日(日)14時～16時（受付１３時半）

【講師】古屋恭子 氏(心理学講師）
【講題】「エンディングノートを作ってみよう」

【参加費】1,000円 ※事前申し込み制

《暁天講座》
８月１９日（土）・２０日（日）

午前７時～８時４５分
【参加費】無料 ※事前申し込み不要です。

【講師】<１９日> 白山勝久 師
（東京5組 西蓮寺副住職・宗祖親鸞聖人御誕

生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要テー
マに関する教学委員会委員）

【講題】「南無阿弥陀仏のある生活」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【講師】<２０日> 岡本一平 氏
（慶応義塾大学非常勤講師・東洋大学東洋

研究所客員研究員）

【講題】「浄土教の＜起源＞としての

浄影寺慧遠」
じ ょ う よ う じ え お ん

■両日、パンと豆乳をお配りします。


